
お問合せ先
呼吸器内科 日野俊彦
023-685-2626

外部への試料・情
報の提供・公表

調査研究成果を学会等で公表します。

個人情報の取扱い
利⽤する情報から⽒名や住所等の患者さんを直接特定できる個人情
報は削除します。

利益相反 本研究に関連し開⽰すべき利益相反関係にある企業はありません。

実施予定期間 2018年4⽉（倫理委員会承認後）〜2027年3⽉

研究の方法

EGFR阻害剤またはALK阻害剤使⽤中の患者さんを多施設から連続
的に登録して前向きに観察し、予後不良状態となった時点からの⽣
存期間を調査します。治療開始前、治療中、治療終了時に日常臨床
で観察される情報を収集し、統計学的な解析を⾏います。

研究に⽤いる試
料・情報の種類

情報︓性別、⽣年⽉日、カルテ番号、病歴、治療歴、全⾝状態、⾎
液検査所⾒、副作⽤等の発⽣状況、治療薬の効果、紹介の有無 等

当院の研究責任者 呼吸器内科 日野俊彦

研究代表者 東北⼤学⼤学院医学系研究科緩和医療学分野 井上彰

本研究の目的
進⾏肺がん患者を対象として、EGFR阻害剤やALK阻害剤などの分
⼦標的治療薬を適切に中⽌することは患者さんの予後に悪影響を及
ぼさないこと証明することです。

⼭形県⽴中央病院で診療を受けられた皆様へ

 当院では、下記の臨床研究を実施しております。
 本研究の対象者に該当する可能性のある方で、情報を研究目的に利⽤、または、提供
されることを希望されない場合は、下記の問合せ先にお問合せください。

研究課題名
進⾏肺がん患者における分⼦標的治療の⽌め時に関する多施設観察
研究

該当者
2018年4⽉〜2027年3⽉に当院でEGFR阻害剤またはALK阻害剤に
よる治療を受けられる肺癌の方


